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 このコーナーは、上越市の犯罪の傾向や分析結果のほか、市民の皆さんに特に注意していた 

だきたい内容等をお知らせします。 

 
の付く日は有田地区防犯の日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 有田地区防犯組合は、春日新田小学校区と小猿屋小学校区にまたがる広範囲な地 

 域の防犯を担う団体ですが、平成２０年度に新潟県の防犯活動掘り起こし支援事業と上 

 越市安全安心モデル地域の指定を受け、児童の通学路安全対策を中心に強化を図り、  

 現在も活発な活動が行なわれています。 

 

■ それまで、有田地区では児童安全見守り活動 

 などの防犯活動は各町内の実情に合わせた形 

 で、それぞれが個別に行っていました。 

  平成２０年度に県と市からモデル地域などの指 

 定を受けたことを契機に地区独自に 

    毎月「２」の付く日を有田地区防犯の日 

          (２日、１２日、２２日) 

 と定め、地域全体でオレンジのベストと帽子を着用した児童安全見守り統一パトロール 

 を行うようになり、現在に至っております。 

 

■ 地区では、モデル地域の指定などが終了した現在でも、「２」の付く日になると小学生 

 の低学年の下校が始まる時間に合わせ、オレンジのベストと帽子の統一ユニフォーム姿 

 のボランティアがあちこちから現れ、通学路の要点に２、３人ずつ立哨し、子供たちとあ 

 いさつを交わしながら安全を見守っています。 

  学校から家までの間、どの場所でも子供たちから必ずボランティアの姿が見えるよう大 



 勢のボランティアが活動しています。 

  子供たちも地域の活動に見守られ、毎日元気いっぱいに通学しています。 

 

 

 

 

 


